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1　はじめに
　最近，中学校や高等学校で子どもの「無行」の問題
が深刻化しているともいわれる。以前は青少年の非行
が大きな問題であったが，現在の子どもは「非行さえ
できない」，無気力で無関心，無感動の，何もやる気の
ないような「無行」の子どもが増えているというので
ある。日本学校保健会「疲労と休養委員会報告書」
（1988）によれば，「いま最もやりたいこと」として中
学生の約3人に1人が「もっと寝たい」と答えている。
また，「体格はよいけれど体力がない」「手足がむし歯
になっている」「創造力が枯渇している」「人の痛みが
わからない」といった指摘が青少年に対する調査や研
究でなされ，基本的生活習慣や生活技能が十分に身に
ついていない状況もみられる。さらには，陰湿ないじ
めや登校拒否が深刻な社会問題になるに至っている。
こうした問題をつくり出した要因はさまざまであろう
が，幼児期の育ち，とりわけ，遊びとも少なからず関
係していると思われる。
　近代における子どもの発見者といわれるルソー
（Rousseau，　J．　J．）は，その著『エミール』のなかで，
「子どもを子どもにしようとせず博士にしようとして
いる」当時の教育を批判し，「子どもを愛するがいい。
子どもの遊びを，楽しみを，その好ましい本能を見守
るのだ」と述ぺている。また，幼稚園の創始者フレー
ベル（FrObel，　F．）は，『人間の教育』のなかで次のよ
うに述べている，「あらゆる善の源泉は，遊びのなかに
あるし，また遊びから生じてくる，カいっぱいに，ま
た自発的に，黙々と，忍耐つよく，身体が疲れきるま
で根気よく遊ぶ子どもは，また必ずや逞しい，寡黙な，
忍耐つよい，他人の幸福と自分の幸福のために，献身
的に尽すような人間になるであろう。この時期の子ど
もの生命の最も美しい現われは，遊んでいる中の子ど
もではなかろうか」と。そして，「栂は遊びを鼓舞し指
導せよ，父は遊びを保護し妨げるな」と呼びかけてい
る。こうしたルソーやフレーベルの言葉は，現在のわ
が国の子どもたちをめぐる状況を考えた時，十分に検
討されなければならないであろう。
　本稿では，新潟市の5・6歳児に対する生活実態調
査のうち，主として遊びに闘する項目を取り上げ，そ
の実態を明らかにする。同時に，それを生活習慣の自
立度や生活技能の習熟度などとあわせて検討するなか
で，幼児期における遊びと発達との関連について考え
てみたい。
II調査の概要
工，調査対象
　新潟市に在住の5～6歳児をもつ両親618組。
2．標本抽出
　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　＝563．82n＝＝　　（÷）・。．5措．5）＋エ
　　　　　　　　　　　　　　N＝5．751　　（対象者）
　　　　　　　　　　　　　　ε＝0．04（誤差4％）
　　　　　　　　　　　　　　aニ2（信頼度95％）
3．調査方法
　新潟市に所在する幼稚園および保育園から618組の
両親を抽出（幼稚園310組，保育園308組），幼稚園・保
育園をi通して，1987年9．月28日から10月5日までの間
に配票，回収。配票618，回収557（回収率90．1％），有
効票本数523。
III　結果と考察
1．遊び場所
「近くに子どもが安心して遊べる場所がありますか」
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という質問に対する答えは，図表1－1のとおりであ
る。「あるjと答えた人が832％，「ない」が15．1％，
r不明」が1．7％であった。
　（1）「ある」と答えた人に対して，「それはどんな場
所ですか」と尋ねた結果が，図表1－2である。「ある」
と答えた人の77％が公園をあげ，5・6歳児の遊び場
図表1－5遊び場の有無別（夕食後の過ごし方）
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図表1－1安心して遊べる揚所があるか
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図表1－2　それはどんな場所か
公　　園 77．7％田・畑 3．5％
空き地 372％野　　原 32％
神社・寺 15．9％砂　　浜 1．6％
校　　庭 12．9％その他 6．7％
道　　路 12．2％不　　明 O．4％
図表1－3遊び場の有無別（夕食までの過ごし方）
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図表1－6　遊び場の有無刷（テレビ視聴時間）
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図蓑1－4遊び場の有無別（遊び相手）
2．5
遊び場あり 遊び場なし
一人で遊ぶ 26．7％一人で遊ぶ 36．4％
同年齢の友達 83．7％同年齢の友達 7ユ．4％
異年齢の友達 42．6％異年齢の友達 3弓2％
きょうだい 68．6％きょうだい 63．6％
父　　　　親 3．3％ 父　　　　親 L3％
母　　　　親 13．7％・母　　　　親 13．⑪％
祖　父　母 52％祖　父　母 9ユ％
において公園の果たす役割がきわめて大きいことが知
れる。次に，空き地（37％），神社・寺（15％）と続く
が，田。畑，野原，砂浜などの自然の遊び場所は少な
い。また，校庭は12％で4番目にあげられているが，
学校週5日制の時代を迎えて，その使用等についてあ
らためて検討の必要もあろう。
　（2）近くに安心して遊べる場所がないことが，幼児
の日常生活にどのような影響を与えているかについて
みる。
　①幼稚園・保育園から帰ってから夕食までの過ご
　し方についてみると，安心して遊べる場所の有無に
　よる差が，はっきりとみられた（図表1－3）。すな
　わち，「近くに安心して遊べる場所のある子」（以下
　「遊び揚のある子」とする）は，外でよく遊ぶ割合
　が高く70％を超えているのに対し，「近くに安心して
　遊ぺる場所のない子」（以下r遊び場のない子」とす
　る）はそれほどではなく，家の中でよく遊ぶ子も半
　数近くいる。
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図表1－7　遊び場の有無別（生活習慣の自立）
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　②夕食までの遊び相手についてみると，図表1－
　4のとおりである。遊び場のある子は一人で遊ぶ割
　合が低く，同年齢の友達をはじめ他の子と多く遊ん
　でいるのに対し，遊び揚のない子は一入で遊ぶ割合
　が高い。
　③遊び場の有無は，夕食後の過ごし方にも影響を
　与えているように思われる。すなわち，図表1－5
　のとおり，遊び場のある子は夕食後もよくi遊ぶのに
　対し，遊び場のない子は，「テレビをみている」「ほ
　とんど遊ばない」の割合が高い。
　④テレビの視聴時間との関連をみたのが，図表
　1－6である。遊び場のない子は，ある子に比べて，
　テレビをみている時間がかなり長いことがわかる。
　③近くに安心して遊べる場所がないことが，幼児
の発達や経験にどのような影響を与えているかについ
てみる。
①基本的生活習慣の自立，および，「夕食を残さず
　きれいに食べるか」「一人でも寝れるか」についてみ
　ると，図表1－7のとおりである。すなわち，遊び
場のない子は，ある子に比べて，「おはようのあいさ
つ」「ハミガキ」「着替え」という基本的生活習慣の
図表1－8遊び場の有無別（一人で使えるもの）
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3項目すべてにおいて，「自分からする」「一人でで
きる」の割合が低い。また，遊び場のない子は，あ
る子に比べて，「夕食を残さずきれいに食べる」割合
も低いし，「一人でも寝られる」割合も少なく，自立
が遅れている。
②生活技能あるいは日常的な道具などの使用能力
との関連をみたのが，図表1－8である。遊び場の
ない子は，ある子に比ぺて，10の調査項目のうち9
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図表1－9遊び場の有無別（経験した遊び）
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項目において，「一人で使えるものや一人でできるも
の」の割合が低い。高いのはrほうき」だけである
が，その差も1．2％と小さい。逆に，fs　：beベル」「金
づち」「カッPt　・一」などの使用能力はかなり劣り・遊
び場の有無による差がはっきりとみられる。
③「さかなとり」「木登り」など20項目の遊びにつ
いて経験したことがあるかどうかを尋ねた結果は，
図表179のとおりである。遊び場のない子がある
一子よりも経験している割合が高いのは，20の調査項
目のうち6項目にすぎず，その差もいずれも6％以
下と小さい。逆に，14項目において経験している割
eカ｛低く，しかも，そのうち6％以上差力～あるのヵ；
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　6項目もあり，「雪合戦」「すもう」「たこあげ」「木
　登り」の4項目は，その差が10％以上もある。
　このように，近くに安心して遊べる場所があるかど
うかによって，幼児の日常の生活から発達や経験に至
るまで，かなりの違いがみられた。家族構成や居住形
態等の相違が幼児に及ぼす影響についても慎重に検封
されなければならないが，近くに安心して遊べる場所
があるかどうかによって，違いが生じていると考える
こともできる。近くに安心して遊べる場所がない子揖，
ある子に比べて，貧しい遊びの世界しかもたず，基本
的生活習慣の自立がおくれ，生活技能あるいは日常的
な道具などの使用能力が劣っているといえる。
2．降園後の過ごし方
　5・6歳児の日常生活における遊びの実態を，幼稚
園・保育園から帰ってきてから夕食までの過ごし方を
中心にみる。
　「夕ごはんまではどのように過ごしていますか」と
いう質問に対する回答は，図表2－1のとおりである。
「外でよく遊ぶ」が68，5％，隊の中でよく遊ぶ」が
28．9％，「テレビをみていることが多い」が1．3％，そ
の他がO．2％であった。
　（1）降園後夕食までの過ごし方と，他の調査項目と
の関連を，「外でよく遊ぶ」と答えたものと「家の中で
よく遊ぶ」と答えたものを中心にみるe　　　．
　①園から帰ってから夕食まで外でよく遊ぶ子と，
　家の中でよく遊ぶ子とでは，日常生活においてどの
　ような違いがあるかについてみる。
　　⑦夕食までの遊び相手についてみると，図表
　　2－2のとおりである。外でよく遊ぶ子は友達と
　　遊ぶ割合が高く，家の中でよく遊ぶ子よりも，同
　　年齢の友達で32％，異年齢の友達では2倍以上多
　　い。これに対して，家の中でよく遊ぶ子は，「一人
　　で遊ぶ」が外でよく遊ぶ子の2倍近くもある。
　　⑦夕食後の過ごし方との関連をみると，図表
　　2－3のようになる。外でよく遊ぶ子は，夕食後
　　も「よく遊ぶ」の割合が高いのに対し，家の中で
　　よく遊ぶ子は，夕食後は「テレビをみている」「ほ
　　とんど遊ぽない」の割合が高い。
　　◎　テvピの視聴時間との関連は，図irl　2　．－4の
　　とおりである。あまり大きな違いはみられないが，
　　外でよく遊ぶ子は，家の中でよく遊ぶ子よりもテ
　　レビをみている時間が少ない。
　　㊥夕食までの過ごし方の違いは，べ・ト等の飼
　　育の有無にも認められる。すなわち，図表2－5
　のとおり，外でよく遊ぶ子は家の中でよく遊ぶ子
　よりも，昆虫やベットを飼っている割合が高い。
　㊧　幼稚園・保育園に行く時の様子についてみる
　と，図表2－6のとおりであるe外でよく遊ぶ子
　の方が，園に「よろこんでいく」割合が高い。
②夕食までの過ごし方の違いが，幼児の発達や経
図表2－1夕食までどのように過ごしているか
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図表2－2　降園後の過ごし方別（遊び相手）
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図表2－3　降園後の過ごし方別（夕食後の過ごし方）
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図表2－4降猛ll後過ごし方別（テレビ視聴時間）
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図表2－6　降園後過ごし方別（登園時の様子）
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図表2－5　降園後過ごし方別（ベットの飼育）
外でよく
遊　　ぷ
家の中で
よく遊ぷ
テレビを
みている
轟搭　辺9．藝賭 ない　50．3
???
0．6
o．7
験にどのような影響を与えているかについてみる。
　⑦基本的生活習慣の自立，および，「夕食を残さ
　ずきれいに食べるか」「一人でも寝れるか」につい
　てみると，図表2－7のとおりである。外でよく
　遊ぶ子は，家の中でよく遊ぶ子に比べて，ギおはよ
　うのあいさつ」「ハミガキ」「着替え」という基本
　的生活：習慣の3項目すぺてにおいて，ヂ自分からす
　る」「一人でできる」の割合が高い。また，外でよ
　く遊ぶ子は，家の申でよく遊ぶ子よりも，「夕食を
　残さずきれいに食べる」割合も高いし，「一人でも
寝られる」割合も高く，自立がすすんでいること
　がわかる。
④　生活技能あるいは日常的な道具などの使用能
力との関連をみたのが，図表2－8である。外で
　よく遊ぶ子は，家の中でよく遊ぶ子に比ぺて，10
　の調査項目のうち実に9項目において，「一人で使
　えるものや一人でできるもの」の割合が高い。低
　いのは「ひも結び」だけであるが，その差も1．2％
　と小さい。逆に，「ほうき」「栓i抜き」「金づち」の
　使用能力は，いずれも5％以上高い。遊ぶところ
　の違いが，道具などの使用能力の差にはっきりと
表われており，外で遊ぶということが，子どもの
手先などの発達に与える大きさが知れる。
㊥　各種の遊びについて経駿したことがあるかど
　うかを尋ねた結果は，図表2－9のとおりである。
外でよく遊ぶ子は，家の中でよく遊ぶ子よりも，
　20の調査項目のうち18項日において，経験したこ
　とがある割合が高い。低いのは「ままごと」とr登
　山」の2つにすぎず，その差も4％以下と小さい。
　逆に，「雪合戦」「木の実拾い」「こままわし」「木
　登り」「草笛」は，経験している割合が10％以上も
　高い。
このように，園から帰ってから夕食までの過ごし方
の違いによって，夕食後の過ごし方やベヅトの飼育
などぼかりでなく，幼児の経験や発達に至るまで，
大きな相違がみられた。外でよく遊ぶ子は，家の中
でよく遊ぶ子やその他の子に比べて，友達などとの
一76一
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図表2－7　降園後過ごし方別（生活習慣の自立）
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関係において豊かな世界をもち、基本的生活習慣の
自立がすすみ，生活技能あるいは道呉などの使用能
力に長じているといえる。では，子どもはどのよう
にしたら外でよく遊ぶようになるか。
③外でよく遊ぶ子は，家の中でよく遊ぶ子に比べ
て，環境や家族の働きかけなどにおいてどのような
違いがあるかについてみる。
⑦外でよく遊ぶ子は，近くに安心して遊ぺる場
　所があるのが87％と，家の中でよく遊ぶ子の74％
　よりかなり高い。また，安心して遊べる場所とし
　て，公園とともに空き地をあげているものが41％
　（家の中でよく遊ぶ子は28％）と多く，田・畑や
　野原など自然の場所をあげている割合も高い。
　④　テレビを自由にみるのではなく，暗間や番組
図表2－8降國後過ごし方別（一人で使えるもの）
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図表2－9　降園後過ごし方別（経験した遊び）
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幼児期の発達と遊び
　　を決めてみる子の割合が，家の中でよく遊ぶ子よ
　　りも高い。
　　㊥　絵本を読んでもらう割合，および，「おはなし」
　　をしてもらう割合が，家の中でよく遊ぶ子よりも，
　　いずれも高い。
　　㊤　別に住んでいる祖父母と会う機会，および，
　　いとこと会う機会が，家の申でよく遊ぶ子よりも，
　　いずれも多い。
　　②　母親が子どもと遊ぶ時間が，家の中でよ．〈L“
　　ぶ子よりもカ：なり長v　・e
すなわち，外でよく遊ぶ子は，近くに安心して遊べ
　る場所が多くあり，テレビを決めてみており，親戚
　などと会う機会が多く，絵本・「おはなし」・遊びな
　ど家族の働きかけを多く受けているのである。子ど
　もの発達という点から，あらためて見直さなければ
　ならないことであろう。
　②　幼稚園・保育園から帰ってから夕食までの過ご
し方で，「テレビをみていることが多い」という回答が，
1．3％（7人）とわずかだがあった。
①こういう子には，次のような問題がみられる。
　　⑦朝食を「ときどき食ぺない」子力弍57％もいる
　　（平均は6％）。逆に，「ほぼ毎日食べる」のは28％
　　にすぎない（平均は91％）。
　　⑦幼稚園・保育園に行く時の様子で「よろこん
　　で行く」の割合が最も低く，「ときどきいやがる」
　　子が3割近くもある（図表2－6）。
　　㊥　「おはようのあいさつ」「ハミガキ」「着替え」
　　という基本的生活習慣の3項目すべてにおいて，
　　「自分からする」「一人でできる」の割合が最も低
　　い。また，「夕食を残さずにきれいに食べる」「一
　　人でも寝られる」の割合も最も低く，自立が非常
　　セこ遅れ「⊂し、る　（図i表2・一一7）。
　　㊥生活技能あるいは道具などの使用能力が劣
　　る。10の調査項目のうち実に8項目において，「一
　　人で使えるものや一人でできるもの」の割合が最
　　も低く，しかも他の子と比ぺてその差が大きいも
　　のも多い（図表2－8）。
　　㊥　経験したことのあるものも，他の子と比べて
　　少ない。20の調査項目のうち11項目で経験したこ
　　とのあるものの割合が最も少なく，その差が大き
　　いものもかなりある（図表2－9）。
　②こうした子は，次のような家庭環境の中で育う
　　ている。
　　⑦核家族の割合が85％と高い（平均は69％）。ま
　　た，父母ともに勤め人というのが71％と多い（平
　均をま17％）o
④園から帰ってからあずけられている子が42％
　と多い（平均は7％）。
　㊥　起床時間，夕食の時間，就寝時間が決まって
　いないところがいずれもかなり多いし，夕食時の
様子では「あまり話しをしない」が42％と多い（平
　均は10％）。
　㊥　夕食後もほとんどテレビをみており，テレビ
　の視聴時間は他の子と比べてかなり長い。また，
　制限をもうけないで勝手にテレビをみている子
　が，他よりもかなり多い（図表2－3，2－4）。
　②　絵本を読んでやる，「おはなし」をしてやる割
　合が，いずれも他の子に比べて非常に低い。また，
　子どもと遊ぶ時間は，父母ともに「ほとんどない」
　が57％もある（平均は15％）。
こうした家庭にどのように働きかけていったらよい
か，課題である。核家族で父母ともに勤め人という
家庭がほとんどだが，親の育児姿勢とも深くかか
わっていると思われる。
3．好きな遊び
　（1）子どもの好きな遊び（5つ以内）を自由にあげ
てもらったが，これを王O位まで示せば，図表3－1の
とおりである。自転車，ままごとは全体の3割以上が
あげており，5・6歳児に特に人気のある遊びである。
砂遊びについでファミコンが全体の4位に入っている
のは，注目される。
　5・6歳児になると，性による好きな遊びの違いも
はうきりと認められる。図表3－2，3－3は，男女
別に好きな遊びを10位までみたものである。ファミコ
ソやブロック，そして，サッカーや野球などは男の子
に人気があるが，女の子はほとんどあげていない。逆
に，女の子ではβ3％がままごとをあげているのに対し，
男の子は5％にすぎない。また，女の子では，お絵か
き，人形，折り紙ぬり絵なども上位に入っているが，
男の子はそうした傾向はみられない。
　｛2｝両親に子どもの頃よく遊んだ遊び（5つ以内）
を自由にあげてもらった。そのうち10位までを示せば，
図表3－4のとおりである。これを規在の子どもの好
きな遊びベストIO（図表3－1）と比ぺてみると，単
純な比較はできないものの，時代が変わっても人気の
ある遊びと，時代によって変わっていく遊びとがわか
る。親と子の両方の遊びベスト10に登場しているのは，
「ままごと」「鬼ごっこ」「かくれんぼ」の3つである。
これに対して，親が子どもの頃よく遊んだ「メソコ」
一79一
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図表3－1　好きな遊び（子ども全体）
順位 名　　前 割合
? 自　転寧 37．7％
2 ままごと 34．6
3 砂遊　び 23．1　　｝，
4 ファミコソ 16．3
5 鬼ごっこ 15．7　’
6 お絵かき 14．5
7 プロ　ヅク 　‘P3．8
8 虫　と　り 12。0　’
9 人　　　形 工0．9
1⑪ かくれんぼ 10．7
10 なわとび 10．7
図表3－2好きな遊び（男）
順位 名　　前 割合
1 自　転　車 41．9％
2 ファミコソ 30．3
3 砂遊　び 27．O　・
4 ブロック 22．5
5 サッカー 17．2
6 野　　　球 16．9
7 虫　と　り 16．5
8 鬼ごっこ 15．7
9 かくれんぼ 1L6
1⑪ ブランコ 7．5
「ピー玉」「かんけり」「ゴムとび」「チャソバラ」など
を好きな遊びにあげる5・6歳児はぎわめて少ない。
逆に，現在の子どものベスト10に入っている遊びの中
で，「ファミコソ」や「ブVック」をよく遊んだ遊びと
してあげた親は全くおらず，「自転車」r砂遊び」など
もかなり少ないゆ
　父親母親ごとに子どもの頃よく遊んだ遊びをそれ
ぞれ10位まで示せぽ，図表3－5，3－6のようにな
るe「鬼ごっこ」「かくれんぼ」「かんけり」の3つが，
図褒3－3　好きな遊び（女）
順位 名　　前 割合
1 ままごと 63．8％
2 自　転車 33．5
3 お絵かき 22．8
4 入　　　形 20．5
5 砂遊　び 19．3
6 なわとび 18．9
7 鬼ごっこ 15．7
8 折　り　紙 13．8
9 ぬ　り　絵 122
10 着せかえ 1LO
図表3－4　よく遊んだ遊び（両親）
順位 名　　前 割合
1 メ　　γ　　コ 292％
2 ピ　ー　玉 29．0
3 ままごと 27．5
4 鬼ごっこ 26．9
?? かくれんぼ 26．6
6 かんけり’ 20ユ
7 野　　　球 17．7
8 ゴムとび 16．⑪
9 魚　と　り ユ3．7
10 チャソバラ’ 10．6
親の両方のベスト10に入っている。父親母親ごとの
ベスト10と，現在の5・6歳児の性別によるベス5
1e（図表3　；一　2，3－3）とを比較してみると，時を
こえて人気のある遊びと，その時々によく遊ばれた遊
びとを知ることもできる。総じて，男の子の方が女の
子よりも，好きな遊びの変化が大きいともいえる。
　また，丙親のあげている遊びは，ほとんどが友達が
いないと遊べないものぼかりであるのに対し，現在の
子どものあげている妊きな遊びt8　，「ファミコソ」や「ブ
ロック」など友達がいなくてもできるものが少なくな
一80一
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図表3－5　よく遊んだ遊び（父親）
順位 名　　前 割合
1 メ　　ソ　　コ 55．5％
2 ピ　ー　玉 42．3
3 野　　　球 34．0
? かくれんぼ 21．8
5 　　●　＿`ャンハフ 2LO
6 鬼ごっこ 20．8
7 魚　と　り 20．7
8 かんけり 19．5
9 木　登　り 7．5
10 す　も　う 6．3
図表3・－6　よく遊んだ遊び（母i親）
順位 名　　前 割合
1 ままごと 53．7％
2 鬼ごっこ 32．9
3 ゴムとび 31．7
4 かくれんぼ 31．4
5 かんけり 20．7
6 お　手　玉 19．9
7 なわとび 19．3
8 石　け　り 182
9 おはじき 16．8
10 ピ　ー　玉 15．7
い。子どもの遊びをめぐる環境の変化とともに，友達
との遊びの楽しさを体験する子どもが少なくなってい一
ることも知れる。
IV結
?
これまで調査結果をもとに，S潟市の5・6歳児の
生活や発達について，遊びの問題を中心にみてきた。
その中で明らかになった主な点を整i理し，結びとした
いe
　第一に，近くに子どもが安心して遊ぺる揚所がある
かないかによって，幼児の日常の生活にかなりの違い
がみられ，さらにそれが，幼児の経験や発達の差にま
で及んでいることがわかった。近くに安心して遊べる
場所のない子は，ある子に比べて，基本的生活習慣な
どの自立がおくれ，生活技能あるいは日常的な道具な
どの使用能力が劣り，総じて発達がおくれていた。こ
れは，貧しい遊びの世界しかもてず，直接体験が少な
いためであるとも思われる。
　第二に，幼児の経験や発達は，幼稚翻・保育園から
帰ってから夕食までの過ごし方とも密鍍に関連してい
た。降園後夕食まで，’ Oでよく遊ぶ子は，家の中でよ
く遊ぶ子に比べて，豊かな経験の世界をもち，基本酌
生活習慣の自立もすすみ，道具などの使用能力にも長
じていることが明らかになった。外遊びの大切さがあ
らためて認識され，奨励される必要があろう。
　第三に，幼稚園，保育園から帰ってから夕食まで，
テレビをみていることが多い子は，「朝食を晴々食べな
い」「登園をいやがる」など日常生活において多くの問
題が認められたばかりでなく，発達全体がきわめてお
くれていた。こうした子どもの家庭は，生活にリズム
がなく不規則であるばかりでなく，親子で遊iぶ時間も
きわめて少ないことがわかった。
　第四に，5・6歳児になると，性にようて据きな遊
びもかなり違いがあることカミわかった。また，規在の
子どもの好きな遊びと両親が子どもの頃よくi遊んだ遊
びとを比較してみると，時代が変わっても人気のある
遊びと時代によって変わっていく遊びとが夢ることが
わかった。ただ，両親のあげている遊び1ま友達がいな
いと遊べないものばかりであるのに対し，堤在の子ど
ものはそうではなく，友達との遊びが次第に貧しく
なってきていることも知れた。　一　　一　　一一
　以上，5・6歳児の生活や発達について・遊びの問
題を中心として筒単にまとやてみたが，今回の調査碧一
逓じて，幼児の成長や発達における遊びのもつ意味の
大きさをあらためて知る並とができ癒。子どもの遊び
をめく・る状況は今日がなり厳むいものがある塾・われ
’ているが，幼児が力いっば㌧・に遊べるような環境を，
みんなの力でつくり出して行くことが必要であろう。
　　（本研知三お昏て大変お撞話になった問藤轍小林
　正子，椎谷淳，天児淑モの各民と調査に1協力してく
　ださったみなさんに厚くお礼申し上｛ずたい。）
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